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第第第３３３５５５回回回原原原状状状回回回復復復対対対策策策協協協議議議会会会（（（５５５月月月３３３０００日日日開開開催催催）））協協協議議議結結結果果果にににつつついいいててて   

１．廃棄物掘削・搬出状況について 

本年度は 4 月 23 日から前年度に掘削選別した B地区及び D地区の特別管理産業廃棄物を
太平洋セメント向けに搬出を開始しております。他の処分施設への搬出は手続きが整い次第、

随時開始します。 

掘削選別は 5月中旬から D地区の掘削に着手しており、作業通路を確保した上で、B地区
の掘削を行う予定です。 

また、いわて第 2 クリーンセンター向けに予定している O地区の廃食品等は、B地区、D
地区の掘削作業とは別の作業体制で行うこととしており、体制が出来次第着手いたします。

２．ドラム缶の発見について 

5 月 22 日に D地区からドラム缶 10 数本が発見され、撤去作業を行っております。内容物
は現在分析中ですが周辺の土壌からはベンゼン（環境基準の約 1.5 倍）、ジクロロメタン（同

約 3倍）が確認されております。 

  ドラム缶は腐食が激しく内容物が漏洩する恐れがある 

ためオープンドラム缶に入れ安全に保管しております。 

  なお、ドラム缶の下部の土壌については、ドラム缶撤 

去後に汚染状況を調査する予定です。 

※ 6 月 10 日現在、上記ドラム缶を 32 本撤去し、さら 

に数本を確認しております。 

3．汚染土壌対策の進捗状況について

  浄化用井戸の設置を平成 21 年 2 月 25 日から開始して 

おり、5月 18 日現在、バイオ用井戸 306 本中 279 本、揚 

水曝気用井戸 341 本中 336 本の設置が完了しました。 

  バイオ用井戸の運用については、4 月 27 日から栄養材の注入を開始し、5 月 25 日現在で

約 664,700L を注入しました。（進捗率約 33％） 

  揚水曝気用井戸については、現在、水処理施設を設置中であり、6 月中に運用を開始する

予定です。 

第第 3366 回回原原状状回回復復対対策策協協議議会会をを開開催催ししまますす。。  

どなたでもご自由に傍聴できますので、皆様のご来場をお待ちしております。 

 日時  平成 21 年 7 月 18 日（土） 14：15～ 

 場所  二戸地方振興局 １階 大会議室（二戸市石切所字荷渡６－３） 

廃廃棄棄物物のの撤撤去去状状況況ににつついいてて（（平平成成 2211 年年 55 月月末末現現在在））  

 

 

岩 手県側の推定総量

324,320トンのうち、56％

（累積撤去量181,100ｔ）

を撤去しました。 

 

未搬出量

143,220t(45%)

H17年度撤去量

30,108t(9%)

措置命令等

6,284t(2%)

H16年度撤去量

13,626t(4%)

H18年度撤去量

38,364t(12%)

H19年度撤去量

41,206t(13%)

H20年度撤去量

46,810t(14%)

H21年度撤去量

4,702t(1%)

撤去量
（トン）

進捗率
(％)

21年4月 772.90 2
21年5月 3,928.85 10
合計 4,702

平成21年度撤去目標　48,000トン

表：21年度の月別撤去量


